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第
四
百
十
九
回 

 

青
葉
会 

句
会
報 

令
和
三
年
三
月
二
十
五
日
（
木
） 

午
后
一
時
半
～
五
時 

文
京
区
民
セ
ン
タ
ー 

 

選 
 

者 
 

川
口
孤
舟 

出 

席 

者 
 

今
井
紀
久
男 

川
口
孤
舟 

久
米
五
郎
太 

在
間
千
恵 

佐
藤
た
だ
し
げ 

朱
牟
田
恵
洲 

 
 
 
 
 
 

長
谷
見
び
ん 

星
田
啓
子 

投
句
・
選
句 

伊
賀
山
そ
ら
お 
柿
﨑
忠
彦 

小
早
健
介 

土
谷
堂
哉 

豊
田
ゆ
た
か 

中
川
雅
夫 

福
島
正
明 

 

古
田
昇 

宮
内
規
雄 

山
崎
亜
也 

山
田
け
い
子 

山
内
天
牛 

渡
邊
盛
雄 

選
句
の
み 

 

安
部
眞
希
子 

重
枝
孝
岳 

庄
司
龍
平 

高
橋
敏
郎 

橋
口
隆 

早
川
允
章 

松
崎
浩 

山
本
三
恵 

 

 

《
互
選
句
》
○
は
選
者
の
特
選 

 

◎
は
孤
舟
選
者
の
選 

七
点 

  

住
民
の
戻
ら
ぬ
村
も
春
迎
え 

 
 
 
 
 
 
 

そ
ら
お 

 

（
眞
・
紀
・
雅
・
隆
・
正
・
浩
・
規
） 

◎
竹
の
子
や
皮
剥
く
や
う
に
歳
を
と
り 

 
 
 
 
 

忠
彦 

 

（
紀
・
〇
孤
・
五
・
健
・
龍
・
亜
・
浩
） 

銅
像
が
歩
き
出
し
そ
な
月
朧 

 
 
 
 
 
 
 
 

正
明 

 

（
そ
・
紀
・
五
・
堂
・
び
・
〇
け
・
三
） 

 
 
 
 

春
風
や
赭
き
裳
裾
に
戯
る
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 

（
そ
・
紀
・
健
・
孝
・
敏
・
隆
・
規
） 

 
 
 
 
 

  

六
点 

◎
丑
三
つ
の
猛
き
春
雷
天
翔
け
る 

 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
（
孤
・
千
・
た
・
ゆ
・
昇
・
〇
啓
） 

 
 
 
 

春
袷
久
し
振
り
ね
と
昼
芝
居 

 
 
 
 
 
 
 

け
い
子 

 
（
〇
紀
・
〇
亜
・
堂
・
隆
・
〇
正
・
天
） 

 
 
 

◎
花
の
夜
に
西
行
と
酌
む
般
若
湯 

 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 

（
紀
・
孤
・
健
・
正
・
啓
・
〇
三
） 

 

五
点 

 

春
場
所
や
業
師
繰
り
出
す
奇
手
妙
手 

 
 
 
 

紀
久
男 

 

（
堂
・
允
・
〇
昇
・
啓
・
盛
） 

 
 
 
 

リ
ュ
ウ
マ
チ
に
眠
れ
ぬ
春
夜
妣
（
は
は
）
想
ふ 

   
 

仝 
 

（
忠
・
敏
・
隆
・
允
・
盛
） 

 
 
 
 

朧
よ
り
朧
へ
通
ふ
猫
の
道 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 
 

（
紀
・
恵
・
〇
隆
・
啓
・
亜
） 

 
 
 
 

七
分
咲
き
愛
で
つ
独
り
の
花
見
か
な 

 
 
 
 
 

健
介 

 

（
そ
・
紀
・
孝
・
〇
龍
・
ゆ
） 

若
冲
の
墨
の
満
月
ひ
か
る
春 

 
 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 

（
眞
・
忠
・
〇
敏
・
允
・
け
） 

 
 
 
 

文
旦
を
剥
く
手
に
香
る
浅
き
春 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 

（
紀
・
〇
千
・
孝
・
ゆ
・
昇
） 

◎
春
眠
の
底
を
ゆ
ら
し
て
夜
の
地
震 

 
 
 
 
 
 

恵
洲 

 

（
そ
・
孤
・
健
・
龍
・
允
） 

 
    

 

砲
台
の
あ
る
無
人
島
若
布
（
わ
か
め
）
採
る 

 
 
 

正
明 

  

（
眞
・
五
・
び
・
け
・
天
） 

◎
患
ひ
の
床
（
と
こ
）
に
届
く
や
山
桜 
 
 
 
 
 

啓
子 

 

（
眞
・
紀
・
孤
・
敏
・
び
） 

鰊
焼
く
た
よ
り
な
き
身
を
ほ
ぐ
し
食
む 

 
 
 
 

亜
也 

 

（
紀
・
ゆ
・
〇
忠
・
啓
・
け
） 

 
 
 

◎
火
の
散
華
舞
台
を
飾
る
お
水
取
り 

 
 
 
 
 

け
い
子 

 

（
孤
・
孝
・
〇
た
・
昇
・
浩
） 

 
 
 
 

四
点 

 

逃
水
を
追
ひ
逃
水
に
囚
は
る
る 

 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

（
五
・
恵
・
ゆ
・
昇
） 

◎
菜
の
花
の
苦
み
楽
し
む
辛
口
酒 

 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 

（
紀
・
孤
・
た
・
天
） 

猫
背
ま
た
進
む
春
寒
の
鏡
か
な 

 
 
 
 
 
 
 

恵
洲 

 
 

（
〇
孝
・
雅
・
啓
・
亜) 

 
 

持
て
余
す
一
人
暮
し
の
日
永
か
な 

 
 
 
 
 
 

規
雄  

 

（
紀
・
龍
・
雅
・
允
） 

虚
無
僧
の
く
ら
や
み
坂
を
下
る
春 

 
 
 
 
 
 

正
明     

（
紀
・
恵
・
〇
堂
・
天
） 

縁
あ
り
し
家
の
築
山
諸
葛
菜 

 
 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

（
紀
・
隆
・
び
・
三
） 

 
 
 
 

啓
蟄
や
妻
病
院
を
出
て
生
還
す 

 
 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
 

（
紀
・
忠
・
健
・
正
） 

 
 
 
 

 



2 

 

三
点 

 

開
花
せ
る
古
木
や
ひ
と
の
足
を
止
め 

 
 
 
 
 

そ
ら
お 

 
 

    

（
千
・
雅
・
び
） 

子
に
伝
う
播
磨
屋
の
芸
春
芝
居 

 
 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 
 

 

（
紀
・
健
・
敏
） 

陽
炎
を
も
ぐ
も
ぐ
咀
嚼
牧
の
牛 

 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
     

（
千
・
恵
・
啓
） 

 
 
 
 

風
捉
え
戦
始
ま
る
凧
の
陣 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

仝 
 
 
    

（
紀
・
恵
・
天
） 

 
 
 
 

利
休
忌
の
具
足
に
挿
せ
る
黄
一
輪 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
   

（
紀
・
昇
・
三
） 

球
春
や
敗
校
の
校
歌
う
た
う
べ
し 

 
 
 
 
 
 
 

健
介 

 
 
 
 

（
紀
・
龍
・
堂
） 

春
色
の
光
ま
と
い
て
歩
み
お
り 

 
 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
  

 

（
紀
・
千
・
規
） 

花
見
酒
酌
め
ぬ
花
見
と
な
り
に
け
り 

 
 
 
   

    

仝 
 
 
 
 

（
紀
・
昇
・
盛
） 

 
 
 
 

変
わ
る
世
を
追
う
さ
び
し
さ
よ
梅
散
り
ぬ 

 
 
 
 

雅
夫 

 
 
 
  

（
紀
・
浩
・
盛
） 

花
の
日
々
疾
く
移
ろ
へ
り
酔
ひ
も
せ
ず 

 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
 
 

（
龍
・
敏
・
允
） 

◎
ウ
ー
バ
ー
の
漕
ぎ
抜
け
て
ゆ
く
花
の
客 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 
 

（
孤
・
亜
・
堂
） 

 
 
 
 

 

リ
モ
ー
ト
も
あ
れ
ど
卒
業
別
れ
行
く 

 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 
 
 

（
そ
・
忠
・
隆
） 

返
り
血
は
力
士
の
矜
持
風
光
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 
 

（
眞
・
紀
・
堂
） 

 

二
点    

ひ
と
け
無
き
原
発
の
村
風
寒
し 

 
 
 
 
 
 
 
 

そ
ら
お 

 
 
   

（
紀
・
盛
） 

（
飯
舘
村
な
ど
帰
還
困
難
地
のTV

映
像
か
ら
） 

 
 
 

◎
春
一
番
友
の
新
著
に
祝
杯
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 
 
 

（
孤
・
正
） 

 
 
 
 

の
ど
け
し
や
野
鳥
談
議
の
飲
み
仲
間 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 
 

（
び
・
〇
盛
） 

 
 
 
 

花
冷
え
や
コ
ロ
ナ
差
別
に
い
き
ど
ほ
る 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 
 

（
紀
・
雅
） 

あ
ち
こ
ち
を
治
し
退
院
梅
の
花                 

忠
彦 

 
  

  

（
〇
眞
・
紀
） 

 
 
 
 

野
火
猛
て
頻
り
に
変
は
る
風
の
向
き 

   
 
 

孤
舟 

 
 
 
  

（
恵
・
允
） 

 
 
 
 

上
枝
揺
れ
花
び
ら
零
る
真
昼
ど
き 

 
 
 
 
 
  

五
郎
太 

 
 
 
  
（
紀
・
三
） 

晴
れ
た
空
陽
だ
ま
り
の
猫
水
温
む 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
   

  

（
浩
・
孝
） 

◎
島
な
み
の
写
真
が
届
き
暖
か
し 

 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 
 

（
紀
・
孤
） 

 
 
 
 

 

春
に
背
く
と
は
こ
れ
美
女
の
大
マ
ス
ク 

 
 
 
 
 

恵
洲 
 
 
 
 

（
そ
・
千
） 

風
吹
け
ど
や
せ
が
ま
ん
し
て
春
コ
ー
ト 

 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 
 

（
紀
・
浩
） 

満
開
の
桜
の
先
に
蒼
き
天 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

仝 
 
 
 
 

（
た
・
規
） 

 
 
 
 

句
の
友
に
会
え
ぬ
せ
つ
な
き
春
な
る
や 

 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 
 

（
紀
・
忠
） 

鶯
や
し
ば
し
コ
ロ
ナ
の
憂
さ
晴
れ
ぬ 

 
 
          

仝 
 
 
 
 

（
紀
・
雅
） 

ほ
お
白
の
番
で
遊
ぶ
庭
の
木
々 

 
 
 
 
 
 
   

雅
夫 

 
 
    

（
紀
・
ゆ
） 

ム
ス
カ
リ
は
歌
い
出
し
を
り
春
の
陽
に 

 
 
 
 
  
 

仝 
 
 
 
  

（
紀
・
け
） 

春
の
雪
今
日
も
つ
も
る
や
気
仙
沼 

 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
 
 

（
紀
・
亜
） 

山
の
湯
や
近
く
て
遠
き
伊
豆
の
春 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 
 

（
紀
・
た
） 

 
 
 
 

お
ず
お
ず
と
蟻
穴
を
出
づ
春
の
朝 

 
 
 
 
 
 
  

規
雄 

 
  

   

（
浩
・
三
） 

一
人
居
や
春
の
陽
を
浴
び
風
呂
に
入
る 

 
 
 
 
 

天
牛 

 
 
 
  

（
紀
・
け
） 

春
雷
や
雀
ち
ゅ
ん
ち
ゅ
ん
鳴
き
頻
る 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 
 

（
紀
・
規
） 

し
だ
れ
梅
大
き
く
地
を
張
り
山
の
主 

 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 
 
 

（
〇
五
・
た
） 

 
 
 
 

厄
よ
去
れ
沓
鳴
ら
す
僧
修
二
会
か
な 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
    

（
紀
・
天
） 

三
・
一
一
草
萌
ゆ
る
と
て
道
半
ば 

 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 
 

（
紀
・
た
） 

 
 
 
 

雨
音
は
ド
レ
ミ
の
リ
ズ
ム
地
虫
出
づ 

 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 
 

（
紀
・
正
） 
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一
点 

 
 

コ
ロ
ナ
禍
も
風
評
も
祓
え
お
松
明
（
た
い
ま
つ
） 

 

紀
久
男 

 
 
 
  

（
五
） 

忘
れ
た
い
け
ど
忘
れ
な
い
三
・
一
一 

 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 
 

（
紀
） 

春
の
雷
起
き
し
思
い
出
忘
れ
ざ
る 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 
 

（
忠
） 

可
憐
可
憐
墓
碑
の
蔭
な
る
菫
草 

 
 
 
 
 
 
 
 

恵
洲 

 
 
    

（
紀
） 

マ
ス
ク
な
る
耐
へ
難
き
耐
へ
桜
か
な 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 
 

（
紀
） 

（
ロ
ッ
テ
佐
々
木
朗
希
初
登
板
） 

153

キ
ロ
ぴ
ゅ
っ
と
投
げ
て
春
デ
ビ
ュ
ー 

 
 
 
 
 

千
恵 

 
  

   

（
紀
） 

 

あ
て
は
独
活
香
り
に
白
味
噌
乗
せ
て 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
    

 

（
紀
） 

春
疾
風
足
場
崩
し
て
電
車
止
め 

 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
     

（
紀
） 

菜
の
花
は
今
盛
り
な
り
房
州
路 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
    

（
紀
） 

◎
空
目
指
し
昨
日
今
日
明
日
ク
ロ
ッ
カ
ス 

 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 
 
 

（
孤
） 

 

受
験
の
吾
子
目
指
す
は
豪
州
タ
ラ
ッ
プ
へ 

 
 
 
 
 

仝 
 
 
    

（
紀
） 

瀬
戸
の
海
か
も
め
飛
び
交
い
風
光
る 

 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 
 

（
〇
規
） 

 
 
 
 

 

春
告
鳥
来
て
健
や
か
な
朝
明
く
る 

 
 
 
 
 
 
 
  

昇 
 
 
 
 

（
紀
） 

万
華
鏡
の
と
き
め
き
春
の
光
射
す 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 
  

（
紀
） 

（
檸
檬
忌
に
よ
せ
て
） 

夜
桜
や
白
き
骸
の
立
ち
上
が
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 
 

（
紀
） 

久
方
の
水
揚
げ
浪
江
の
白
魚 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
仝 

 
     

（
紀
） 

変
異
猛
け
春
腥
し
新
戦
場 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
 
 

（
紀
） 

春
の
雲
ぽ
っ
か
り
浮
い
て
睡
魔
呼
ぶ 

 
 
 
 
 
 

規
雄 

 
 
    

（
紀
） 

 

【
句 

評
】 

七
点
句  

住
民
の
戻
ら
ぬ
村
も
春
迎
え 

 
 
 
 
 
 
 

そ
ら
お 
 

 

正
明
さ
ん
・
・
辛
い
で
す
ね
。
広
島
と
長
崎
に
は
人
が
戻
り
ま
し
た
。
し
か
し
福
島
の
原
発
の
村
に
は
当
分 

住
民
が
戻
る
よ
う
な
状
態
に
は
な
ら
な
い
様
で
す
。
原
爆
よ
り
原
発
の
方
が
問
題
の
根
が
深
い 

と
感
じ
ま
す
。
脱
原
発
が
必
要
で
す
。 

隆
さ
ん
・
・
・
切
れ
字
で
余
韻
が
欲
し
い
。「
住
民
の
戻
ら
ぬ
村
や
春
迎
え
」
な
ど
。 

浩
さ
ん
・
・
・
帰
宅
困
難
地
域
に
も
見
事
な
桜
が
咲
い
て
い
る
の
を
ニ
ュ
ー
ス
で
見
、
切
な
く
な
り
ま
し
た 

 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
同
じ
マ
ン
シ
ョ
ン
に
浪
江
町
出
身
の
ご
夫
妻
と
昵
懇
で
す
。
去
年
亡
く
な
ら
れ
た
町
長
や
、
山
形 

（
後
に 

い
わ
き
）
へ
移
っ
た
蔵
元
の
こ
と
な
ど
話
題
に
飲
み
、
似
た
よ
う
な
句
も
詠
ん
で
お
り
ま
す
。 

竹
の
子
や
皮
剥
く
や
う
に
歳
を
と
り 

 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
人
間
若
い
頃
か
ら
良
い
経
験
も
悪
い
経
験
も
す
べ
て
身
内
に
取
り
込
み
堆
積
さ
れ
て
く
る
。
し
か
し 

老
齢
期
に
入
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
し
が
ら
み
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
捨
て
去
り
身
軽
に
な
っ
て
ゆ
き
た
い
。 

あ
た
か
も
竹
の
子
の
皮
を
剥
く
よ
う
に
。 

浩
さ
ん
・
・
・
寂
し
く
も
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
実
の
切
な
さ
が
伝
わ
り
ま
す
。 

銅
像
が
歩
き
出
し
そ
な
月
朧 

 
 
 
 
 
 
 
 

正
明 

 
 

 
 
 
 
 

け
い
子
さ
ん
・
・
本
当
に
銅
像
が
歩
き
出
し
そ
う
な
春
の
夜
が
あ
り
ま
す
ね
。 

春
風
や
赭
き
裳
裾
に
戯
る
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
春
風
に
は
、
赭
き
よ
り
紅
が
合
い
そ
う
。「
春
風
や
裳
裾
の
紅
（
べ
に
）
に
戯
る
る
」。 

  



4 

 

 
六
点
句 

丑
三
つ
の
猛
き
春
雷
天
翔
け
る 

 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・「
天
翔
け
る
」
で
雷
の
凄
ま
じ
さ
が
分
か
る
。 

 
 

 
 

 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・「
天
翔
け
る
」
の
表
現
が
大
変
良
い
と
思
い
ま
す 

春
袷
久
し
振
り
ね
と
昼
芝
居 

 
 
 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 

 
 
 
 

 

正
明
さ
ん
・
・
春
は
お
着
物
で
芝
居
見
物
で
し
ょ
う
。 

亜
也
さ
ん
・
・
華
や
い
だ
情
景
が
目
に
よ
く
浮
か
び
ま
す
。 

 

紀
久
男
・
・
・
コ
ロ
ナ
対
策
徹
底
し
て
い
る
歌
舞
伎
座
に
見
物
で
き
る
仕
合
せ
。
浮
き
立
つ
気
持
ち
が
伝
わ
る 

好
句
。
常
套
句
の
〝
春
シ
ョ
ー
ル
〟
か
ら
脱
皮
。 

花
の
夜
に
西
行
と
酌
む
般
若
湯 

 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

健
介
さ
ん
・
・
西
行
と
酌
め
ば
陶
然
た
る
境
地
に
至
る
で
し
ょ
う
。
格
調
高
い
で
す
。 

 
 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
芭
蕉
も
憧
れ
た
西
行
と
な
ら
、
是
非
私
も
一
献
傾
け
た
い
。 

 

五
点
句 

春
場
所
や
業
師
繰
り
出
す
奇
手
妙
手 

 
 
 
 

紀
久
男 

 
 

 
 
 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
相
撲
フ
ァ
ン
と
し
て
味
の
あ
る
一
句
。
炎
鵬
・
宇
良
ら
の
活
躍
は
見
事
。 

リ
ュ
ウ
マ
チ
に
眠
れ
ぬ
春
夜
妣
（
は
は
）
想
ふ 

 
紀
久
男 

 
 

 
 
 
 
 

允
章
さ
ん
・
・
リ
ュ
ウ
マ
チ
の
痛
み
、
非
常
に
辛
い
と
い
う
。
痛
み
で
眠
れ
ぬ
夜
は
妣
を
想
う
と
・
・
。
と
て
も 

切
な
い
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
厳
し
く
辛
い
話
は
よ
く
聞
き
ま
す
。
進
行
止
め
る
医
学
を
信
じ
ま
す
。 

朧
よ
り
朧
へ
通
ふ
猫
の
道 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
     

 
 
 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
朧
か
ら
現
れ
て
朧
へ
、
で
春
の
猫
の
感
じ
が
良
く
出
て
い
る
。 

隆
さ
ん
・
・
・
考
え
て
み
れ
ば
「
人
生
は
朧
」
で
あ
る
。
く
っ
き
り
し
た
と
こ
ろ
は
何
も
な
い
。
毎
日
届
く 

新
聞
の
記
事
は
人
生
が
朧
で
あ
る
一
つ
証
。
誰
も
が
朧
な
人
生
を
歩
い
て
い
る
。
た
め
息
が 

で
そ
う
な
名
句
で
あ
る
。 

七
分
咲
き
愛
で
つ
独
り
の
花
見
か
な 

 
 
 
 
 

健
介 
 
 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
朝
散
歩
の
小
公
園
に
サ
ク
ラ
の
木
が
あ
っ
て
今
年
は
我
も
独
り
花
見
の
日
々 
こ
れ
又
宜
し
き 

趣
き
也 

若
冲
の
墨
の
満
月
ひ
か
る
春 

 
 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
  

 

 
 
 
 
 

敏
郎
さ
ん
・
・
若
冲
の
素
晴
ら
し
さ
は
色
彩
だ
け
で
は
な
い
は
ず
で
す
。 

春
眠
の
底
を
ゆ
ら
し
て
夜
の
地
震 

 
 
 
 
 
 

恵
洲 

 
 
 
 

 
    

 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
天
も
地
も
引
っ
繰
り
返
り
そ
う
な
大
地
震
。 

患
ひ
の
床
（
と
こ
）
に
届
く
や
山
桜 

 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 

 

孤
舟
さ
ん
・
・
桜
見
物
に
出
掛
け
ら
れ
な
い
臥
せ
た
身
へ
山
桜
を
届
け
る
と
い
う
お
見
舞
い
心
の
深
さ
。 

鰊
焼
く
た
よ
り
な
き
身
を
ほ
ぐ
し
食
む 

 
 
 
 

亜
也 

 
      

 
 
 
 
 

忠
彦
さ
ん
・
・
焼
鰊
は
香
ば
し
い
の
で
す
が
身
が
柔
ら
か
く
頼
り
な
い
感
覚
を
自
分
の
事
と
感
じ
て
い
る
句
と 

思
い
ま
す 

火
の
散
華
舞
台
を
飾
る
お
水
取
り 

 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 
   

 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
堂
縁
か
ら
零
れ
落
ち
る
火
の
粉
は
豪
華
絢
爛
。 

 
 
 
 
 

 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
が
目
に
浮
か
ぶ
。 

浩
さ
ん
・
・
・
勇
壮
な
儀
式
に
訪
れ
る
春
の
息
吹
を
感
じ
ま
す
。 

紀
久
男
・
・
・
大
阪
の
独
身
時
代
、
会
社
帰
り
に
見
物
に
行
き
、
夜
明
か
し
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。 
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四
点
句 

逃
水
を
追
ひ
逃
水
に
囚
は
る
る 

 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 
 

 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
追
う
の
は
普
通
だ
が
囚
わ
れ
る
の
は
珍
し
い
。 

菜
の
花
の
苦
み
楽
し
む
辛
口
酒 

 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

 
孤
舟
さ
ん
・
・
菜
の
花
の
お
浸
し
は
酒
の
肴
に
最
適
。
辛
党
の
味
方
。 

 
 
 
 
 

 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
共
感
し
ま
す
。 

猫
背
ま
た
進
む
春
寒
の
鏡
か
な 

 
 
 
 
 
 
 

恵
洲 

 
 
 
 

 
 
 

孝
さ
ん
・
・
・
猫
背
と
春
寒
が
ひ
び
き
合
っ
て
身
に
つ
ま
さ
れ
る
秀
句
で
す
。 

虚
無
僧
の
く
ら
や
み
坂
を
下
る
春 

 
 
 
 
 
  

正
明 

 
 
 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
虚
無
僧
と
暗
闇
坂
の
取
り
合
わ
せ
の
妙
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
映
画
の
ワ
ン
シ
ー
ン
を
見
て
い
る
よ
う
で
す
。
虚
無
僧
を
最
後
に
見
た
の
は
何
時
の
こ
と
か
。 

縁
あ
り
し
家
の
築
山
諸
葛
菜 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
上
五
は
何
だ
ろ
う
な
と
思
う
が
、
諸
葛
菜
は
種
が
飛
ば
さ
れ
て
花
が
咲
く
。
青
紫
の
花
び
ら
は 

高
貴
な
感
じ
で
す
。「
諸
葛
菜
い
ず
こ
か
ら
飛
び
し
か
庭
山
に
」
で
も
。 

啓
蟄
や
妻
病
院
を
出
て
生
還
す 

 
 
 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

健
介
さ
ん
・
・
拙
句
、「
麻
酔
て
ふ
宇
宙
よ
り
帰
還
寒
凪
ぬ
」 

に
状
況
同
じ
で
感
慨
。
。 

 

三
点
句 

子
に
伝
う
播
磨
屋
の
芸
春
芝
居 

 
 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
吉
右
衛
門
の
当
た
り
役
「
時
今
也
桔
梗
旗
揚
」
の
光
秀
を
娘
婿
の
菊
之
助
が
初
役
で
大
評
判
（
音 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

羽
屋
の
型
で
は
な
く
）。
国
立
劇
場
の
歌
舞
伎
教
室
に
小
中
学
生
の
孫
二
人
も
大
喜
び
で
し
た
。 

陽
炎
を
も
ぐ
も
ぐ
咀
嚼
牧
の
牛 

 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
     

 

 
 
 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
陽
炎
を
咀
嚼
す
る
と
見
た
面
白
さ
。 

風
捉
え
戦
始
ま
る
凧
の
陣 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
    

 
 
 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
凧
を
戦
わ
せ
る
勇
壮
感
が
感
じ
ら
れ
る
。 

 
 
 
 
 

 

紀
久
男
・
・
・
新
潟
・
白
根
の
凧
合
戦
。
信
濃
川
の
両
土
手
で
六
角
凧
。 

花
見
酒
酌
め
ぬ
花
見
と
な
り
に
け
り 

 
 
 
    

ゆ
た
か 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
近
く
の
夙
川
堤
の
花
見
も
そ
ぞ
ろ
歩
き
だ
け
の
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
作
者
の
気
持
ち
が 

「
な
り
に
け
り
」
で
充
分
に
伝
わ
っ
て
来
ま
す
。 

 

変
わ
る
世
を
追
う
さ
び
し
さ
よ
梅
散
り
ぬ 
 
 
 
 

雅
夫 

 
 

 

浩
さ
ん
・
・
・
華
や
か
な
桜
に
比
べ
い
ぶ
し
銀
の
よ
う
な
梅
の
様
子
が
愛
し
い
。 

ウ
ー
バ
ー
の
漕
ぎ
抜
け
て
ゆ
く
花
の
客 

 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

孤
舟
さ
ん
・
・
花
見
の
宴
会
に
ウ
ー
バ
ー
の
出
前
が
自
転
車
で
届
く
。 

リ
モ
ー
ト
も
あ
れ
ど
卒
業
別
れ
行
く 

 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
卒
業
と
別
れ
は
重
複
。「
一
年
（
ひ
と
と
せ
）
の
リ
モ
ー
ト
あ
り
て
卒
業
す
」。 

 

二
点    

ひ
と
け
無
き
原
発
の
村
風
寒
し 

 
 
 
 
 
 
 

そ
ら
お 

 
 
  

（
飯
舘
村
な
ど
帰
還
困
難
地
のTV

映
像
か
ら
） 

 
 
 
 
 

 

盛
雄
さ
ん
・
・
国
民
と
し
て
目
を
背
け
る
事
の
出
来
な
い
大
事
、
類
似
句
は
多
い
が
選
句
致
し
ま
し
た
。 

春
一
番
友
の
新
著
に
祝
杯
を 

 
 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
五
郎
太
さ
ん
、
ご
労
作
の
ご
上
梓
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

の
ど
け
し
や
野
鳥
談
議
の
飲
み
仲
間 

 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
釣
り
談
議
、
ゴ
ル
フ
談
議
も
楽
し
い
が
野
鳥
を
サ
カ
ナ
に
一
献
と
は
奥
ゆ
か
し
い
。
上
五
で 
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決
ま
っ
た
佳
句
。 

あ
ち
こ
ち
を
治
し
退
院
梅
の
花                 

忠
彦 

 
  

 

 
 
 
 
 

眞
希
子
さ
ん
・
・
入
院
の
辛
さ
を
「
あ
ち
こ
ち
を
治
し
」
と
い
う
表
現
で
軽
み
ま
で
ひ
き
だ
し
な
が
ら
、
梅
の

花 

退
院
後
新
た
な
出
発
へ
の
凛
と
し
た
決
意
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
退
院
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

野
火
猛
て
頻
り
に
変
は
る
風
の
向
き 

 
 

孤
舟 

 
 
 
  

 
 
 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
野
火
の
勢
い
の
変
わ
る
さ
ま
が
捉
え
ら
れ
て
い
る
。 

晴
れ
た
空
陽
だ
ま
り
の
猫
水
温
む 

 
 
 
 
 

 

た
だ
し
げ 

 
   

 

浩
さ
ん
・
・
・
う
ら
ら
か
な
春
の
良
い
天
気
の
情
景
が
目
に
浮
か
ぶ
。 

島
な
み
の
写
真
が
届
き
暖
か
し 

 
 
 
 
 
 
 

 

五
郎
太 

 
 
 

 

 
 
 
 

  

孤
舟
さ
ん
・
・
瀬
戸
内
海
の
春
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
。 

 

紀
久
男
・
・
・
数
年
前
亡
く
な
っ
た
則
安
く
ん
が
「
し
ま
な
み
海
道
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
し
て
い
た 

頃
、
何
度
も
誘
わ
れ
た
の
に
行
け
な
か
っ
た
の
が
心
残
り
で
す
。 

風
吹
け
ど
や
せ
が
ま
ん
し
て
春
コ
ー
ト 

 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 
 

 

浩
さ
ん
・
・
心
境
が
良
く
わ
か
り
ま
す
。 

満
開
の
桜
の
先
に
蒼
き
天 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
下
五
の
表
現
が
良
い
！ 

ほ
お
白
の
番
で
遊
ぶ
庭
の
木
々 

 
 
 
 
 
 
   

雅
夫 

 
 

紀
久
男
・
・
・
原
句
の
下
五
「
花
馬
酔
木
」
を
季
重
な
り
の
た
め
、
勝
手
に
添
削
し
て
投
句
。
頬
白
は
繊
細
な 

囀
り
声
で
有
名
で
す
が
、
人
の
気
配
を
感
ず
る
と
樹
林
に
姿
を
隠
し
ま
す
。
広
い
お
庭
に
番
で 

遊
ぶ
と
は
羨
ま
し
い
環
境
で
す
。 

山
の
湯
や
近
く
て
遠
き
伊
豆
の
春 

 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
行
き
た
く
て
も
行
け
な
い
感
が
共
感
で
き
ま
す
。 

し
だ
れ
梅
大
き
く
地
を
張
り
山
の
主 

 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
下
五
「
山
の
主
」
が
良
い
。 

三
・
一
一
草
萌
ゆ
る
と
て
道
半
ば 

 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
十
年
過
ぎ
て
も
進
ん
で
い
な
い
現
実
に
胸
が
痛
む
。 

 

一
点 

 

空
目
指
し
昨
日
今
日
明
日
ク
ロ
ッ
カ
ス 

 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 
 

 
 

孤
舟
さ
ん‥

一
日
一
日
と
咲
き
そ
ろ
っ
て
ゆ
く
ク
ロ
ッ
カ
ス
の
生
命
力
が
感
じ
ら
れ
る
。 

瀬
戸
の
海
か
も
め
飛
び
交
い
風
光
る 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

  

規
雄
さ
ん
・
・
カ
モ
メ
が
春
風
に
吹
か
れ
て
ゆ
っ
た
り
と
飛
び
交
っ
て
い
る
。
長
閑
な
一
日
。
い
い
で
す
ね
。 

 
 

 
 

 

久
方
の
水
揚
げ
浪
江
の
白
魚 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
風
評
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
東
北
物
産
展
で
魚
介
類
、
清
酒
を
積
極
的
に
買
い
求
め
賞
味 

し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 

 

変
異
猛
け
春
腥
し
新
戦
場 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
コ
ロ
ナ
の
変
異
種
が
欧
州
中
心
に
日
本
で
も
拡
大
し
て
お
り
、
中
七
と
下
五
の
表
現
に
凄
み
が 

あ
り
ま
す
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§ 
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次
回
青
葉
会 

 

四
月
二
十
二
日
（
木
）
井
の
頭
公
園
吟
行
（
雨
天
決
行
）
午
前
十
時 

吉
祥
寺
駅
前
「
花
子
象
」
前
集
合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
一
時
半
～
五
時 

句
会
・
・
御
殿
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
武
蔵
野
市
御
殿
山1-5-11

 

      0422-48-9309

） 

       

※
吟
行
参
加
者
は
所
定
の
時
間
場
所
に
集
合
が
望
ま
し
い
で
す
が
、
事
情
に
よ
っ
て
は
直
接
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。 

ラ
ン
チ
は
三
々
五
々
召
し
上
が
っ
て
ご
参
集
く
だ
さ
い
。 

 
 当

季
雑
詠
５
句 

 

投
句
は
３
句
ま
で
で
、
四
月
二
十
日
（
火
）
夕
方
ま
で
と
致
し
ま
す
。 

 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 

令
和
三
年
三
月 

青
葉
会
報 

 

一
、
今
回
は
新
著
を
上
梓
さ
れ
た
五
郎
太
さ
ん
は
じ
め8

名
出
席
。
投
句
は13

名
。
句
数
総
数84

句
。 

啓
子
さ
ん
持
参
の
、
志
乃
多
寿
司
、
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
、
千
恵
さ
ん
の
純
吟
「
蓬
莱
」(

飛
騨)

、
五
郎
太
さ
ん
の
純
吟 

「
醸
し
人 

九
平
次
」（
名
古
屋
）、
小
生
の
純
吟
「
八
海
山
」、
煎
餅
な
ど
を
賞
味
し
つ
つ
句
会
に
入
り
、
ご
覧
の
よ
う
に 

そ
ら
お
さ
ん
、
忠
彦
さ
ん
、
正
明
さ
ん
、
啓
子
さ
ん
ら
が
高
得
点
で
し
た
。 

 
 二

、
五
郎
太
さ
ん
の
新
著
は
す
こ
ぶ
る
好
評
で
出
席
で
き
な
か
っ
た
諸
先
輩
や
産
経
新
聞
の
稲
垣
真
澄
さ
ん
ら
も
ベ
タ
褒
め
で

小
生
も
誇
ら
し
い
思
い
で
す
。
句
会
は
忽
ち
出
版
記
念
会
の
様
相
を
呈
し
、
五
郎
太
さ
ん
の
地
酒
「
九
平
次
」（
原
料
は
米
国
産

山
田
錦
）
と
啓
子
さ
ん
か
ら
の
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ(

那
須
チ
ー
ズ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー)

と
の
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
が
素
晴
ら
し
く
、
久
し
ぶ

り
の
集
ま
り
で
あ
っ
た
こ
と
も
相
俟
っ
て
、
た
い
へ
ん
盛
り
上
が
り
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

 三
、
回
覧 

（
一
） 

び
ん
さ
ん
の
翻
訳
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ハ
ラ
ー
著
「
新
編 

白
い
蜘
蛛
」（
山
と
渓
谷
社 

2000
年9
月10

日
初
版

525

頁
） 

（
二
） 

孤
舟
選
者
主
宰
の
「
爽
樹
」3

月
号 

（
三
） 

眞
希
子
さ
ん
、
天
牛
さ
ん
ら
の

FAX

、
江
戸
文
字
勘
亭
流
で
日
本
舞
踊
坂
東
流
の
お
名
取
や
師
範
免
状
を
書
い
て
お

ら
れ
る
啓
子
さ
ん
か
ら
の
三
名
分
の
千
社
札
（
今
後
お
い
お
い
皆
さ
ま
の
分
を
書
い
て
下
さ
る
そ
う
で
す
）。 

 

四
、
関
係
者
近
詠 

 
 

人
心
か
摂
理
か
教
会
風
化
す 

 
 
 
 
 
 

眞
希
子 

 
 
 

点
滴
の
ま
だ
る
さ
に
焦
れ
年
の
行
く 

 
 
 
 

陽
亮 

雪
籠
め
に
人
声
喜
ぶ
烏
骨
鶏 

 
 
 
 
 
      

仝 
 
 
  

恵
贈
句
集
側
目
（
そ
ば
め
）
に
か
け
て
越
年
す 

   

仝 

片
隅
に
文
語
の
聖
書
淑
気
満
つ 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

初
詣
親
子
そ
ろ
っ
て
表
付
（
お
も
て
つ
き
） 

 
 
 

仝 

盲
人
の
不
様
と
瘤
撫
で
初
笑 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

お
正
月
は
ら
か
ら
寄
り
合
ふ
こ
と
も
な
く 

 
 
 

仝 

三
代
に
三
様
の
聖
書
寒
椿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

初
芝
居
疫
病
を
祓
ふ
睨
み
か
な 

 
 
 
 
 

紀
久
男 

寒
林
や
人
な
ら
ぬ
音
つ
い
て
く
る 

 
 
 
 
 

弘
子 

 
 
 

寒
禽
や
餌
ね
だ
り
を
る
声
の
鋭
し 

 
 
 
 
 
 

仝 

荒
船
山
冬
空
た
ひ
ら
に
画
し
を
り 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

獅
子
舞
の
甘
噛
み
照
れ
る
母
娘
（
は
は
こ
）
か
な 

 

仝 

観
能
へ
静
か
な
列
や
花
八
手 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 

シ
ク
ラ
メ
ン
が
二
階
の
窓
に
数
寄
屋
橋 

 
 
 
 

仝  
 

 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
―
―
―
―
―
―
―

「
森
の
座
」
４
月
号 
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楤
の
芽
や
墓
の
み
の
故
郷
遠
し 

 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 

春
雨
や
嫋
々
と
し
て
平
家
琵
琶 

 
 
 
 
 

紀
久
男 

一
生
は
早
し
万
朶
の
花
の
下 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

今
年
こ
そ
猛
虎
ト
ッ
プ
の
春
き
た
る 

 
 
 
 
 

仝 

 
 

料
峭
の
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
の
曇
り
か
な 

 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

冴
返
る
東
北
地
震
（
な
ゐ
）
の
余
震
て
ふ 

 
 
 

仝 

 
 

春
雨
や
赤
提
灯
消
ゆ
宵
八
時 

 
 
 
 
 
 
 

健
介 

 
 

観
梅
や
久
濶
叙
せ
ど
名
前
出
ず 

 
 
 
 
 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
―
―
―
―
―
―

き
さ
ら
ぎ
句
会 

三
月 

  
 

を
ち
こ
ち
に
か
た
ま
っ
て
咲
く
す
み
れ
か
な 

 

允
章 

 
 
 

お
元
気
で
と
エ
ー
ル
か
け
あ
う
春
だ
よ
り 

田
部
修
司 

 
 

さ
さ
や
か
な
二
人
の
宴
花
の
下 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
広
島
の
美
酒
一
升
瓶
に
添
え
て
一
句
あ
り
。
四
月
吟
行
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

持
参
し
ま
す
） 

 
 

下
萌
え
て
雀
ち
ょ
ん
ち
ょ
ん
燥
（
は
し
ゃ
）
ぎ
け
り 

 

規
雄 

 
 

「N
H

K

俳
句
」（
４
月
号
）
に
佳
作
。 

西
村
和
子
・
選 

 

五
、
日
経
新
聞
の
夕
刊
コ
ラ
ム
「
明
日
へ
の
話
題
」
に
黛
ま
ど
か
が
二
月
か
ら
登
場
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

小
生
が
贔
屓
し
て
い
た
三
津
五
郎
が
彼
女
の
句
会
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
こ
と
が
あ
り
、「
楽
屋
句
会
」
の
選
考
を
依
頼
し
よ
う 

と
し
ま
し
た
が
、
偶
々
彼
女
が
文
化
庁
の
文
化
使
節
と
し
て
俳
句
の
講
師
で
パ
リ
に
派
遣
さ
れ
る
前
日
で
あ
っ
た
た
め
断 

念
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。（
因
み
に
現
地
通
訳
は
亡
き
副
島
勲
先
輩
の
娘
さ
ん
・
・
海
老
蔵
パ
リ
公
演
の
折
、
彼
に 

仏
語
を
特
訓
）
彼
女
の
作
品
は
小
生
好
み
多
く
、
今
後
い
ろ
い
ろ
紹
介
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

三
月
十
四
日
は
鈴
木
真
砂
女
の
命
日
で
二
句
掲
載
の
内
一
句
を
。 

 
 

「
戒
名
は
真
砂
女
が
よ
ろ
し
紫
木
蓮
」 

 

六
、
孤
舟
選
者
の
近
詠 

 

ブ
ー
メ
ラ
ン
秋
の
空
よ
り
不
時
着
す 

 
 
 
 
 
 

流
氷
や
浦
曲
の
春
の
整
は
ず 

 

赤
げ
ら
に
心
の
扉
叩
か
る
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

蕗
の
薹
少
女
の
恋
の
予
感
し
て 

 

名
月
や
紙
を
丸
め
て
遠
眼
鏡 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
焼
く
火
風
を
捉
へ
て
彷
徨
す 

 

太
陽
の
匂
の
す
る
子
七
五
三 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

星
空
の
瑠
璃
の
泪
や
い
ぬ
ふ
ぐ
り 

 

浮
世
絵
の
を
み
な
も
濡
る
る
小
夜
時
雨 

 
 
 
 
 

薄
暮
よ
り
宵
へ
野
梅
の
空
動
く 

 
 
 
―
―
―

「
爽
樹
」
３
月
号 

 
 
 
 
 
 
 
 

潮
騒
の
届
く
舟
屋
や
春
時
雨 

 

薄
暑
光
盲
導
犬
は
眼
閉
ぢ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

老
梅
や
人
の
若
さ
の
妬
ま
る
る 

 
 
 
―
―
―

俳
句
年
鑑 

2
0
2
1

年
版 

 
 
 
 
 

 

野
火
猛
り
阿
鼻
叫
喚
の
迫
り
来
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

修
二
会
の
火
心
の
襞
を
炙
り
出
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

八
重
椿
島
の
夕
日
は
海
へ
墜
ち 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
―
―
―
―

「
俳
壇
」
二
月
号 

   
 
 

令
和
三
年
四
月
六
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 

記 


